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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9820 3,9232 -1,48% 0,06% 3,6374 4,1217

対円 JPY 27,53 27,61 0,29% -2,90% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,4315 4,3821 -1,11% -0,29% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 109,62 108,29 -1,21% -2,81% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 122,00 120,96 -0,85% -3,25% 118,71 127,50

Index 97.457 97.030 -0,44% 0,70% 100.439 87.536

bps 180,30 181,33 0,57% 5,11% 209,52 149,43

% 8,43 8,45 0,24% -5,88% 9,34 8,43

% 6,34 6,28 -0,87% -3,38% 6,69 6,28

% 2,52025 2,50250 -0,70% -2,84% 2,8039 2,5025

Index 178,76 175,36 -1,90% -4,82% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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本日はレアル相場の中長期見通しを記します。

予想レンジ 今後半年 ３．６０－４．２０ 今後１年 ３．２０－４．５０

先月のレアル相場は、年初来最安値更新後、月末にかけて３．９０台まで一時レアルが急反発するなど、上下
に値幅の出る展開となった。第１四半期ＧＤＰの結果を受けて、経済見通しは急速に悪化。本日ブラジル中銀
が公表した週次レポート（ＦＯＣＵＳ）では、年末の成長見通しが１．２３％から１．１３％へ大幅に下方修正され
ており、経済回復のためには社会保障改革の承認は待った無しの状況となっている。マイナス成長への懸念
が高まる一方、レアル相場は米中貿易摩擦の悪化が結果的に追い風となり、（やや予想外のペースで）買戻し
が優勢となっている。先週末のレアル買いについては、メキシコ買い/レアル売りポジションを抱えていた市場
参加者が、「（トランプ大統領がメキシコに対して関税賦課を宣告したことを発端とした）メキシコペソ安を受けて
ポジションを一気に解消し、その反動でレアル買いが加速している」、との見方がマーケットで浮上。週末には
中国が貿易協議に関する白書を公表するなど、米中貿易摩擦の悪化がグローバルなリスク要因として意識さ
れているが、レアルへの影響は限定的に留まる見通し。なお、当面のレアル相場見通しが年金改革法案次第
である点には変わりはない。下院特別委員会の報告者であるＳａｍｕｅｌ Ｍｏｒｅｉｒａ氏は、１０年間で１兆レアル
の歳出削減を引き続き目指す他、「法案を６月１５日までに大統領に提示する」、と発言している。


